
合
計
特
殊
出
生
率
の
向
上
、
本

市
で
今
後
も
子
育
て
を
し
て
い

き
た
い
と
思
う
保
護
者
の
割
合

の
増
加
を
図
り
ま
す
。

基
本
目
標
④　

安
心
な
く
ら
し

を
守
り
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま

ち
を
つ
く
る

　

市
民
が
「
下
野
市
に
住
ん
で

い
て
幸
せ
」
で
あ
る
と
思
え
る

施
策
・
事
業
の
展
開
に
よ
り
、

人
が
人
を
呼
ぶ
好
循
環
が
生
ま

れ
る
も
の
と
考
え
、
人
口
減
少

克
服
の
大
き
な
取
組
の
一
つ
と

し
て
、「
市
民
の
幸
福
感
の
向

上
」
を
位
置
付
け
、
保
健
福
祉

の
充
実
、
教
育
文
化
の
振
興
、

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
生
活

環
境
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

市
民
自
ら
が
ま
ち
の
活
力
を
創

出
し
て
い
く
市
民
協
働
の
取
組

を
推
進
し
ま
す
。

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
検
索

方
法
は
、「
下
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

↓
「
組
織
か
ら
探
す
」
↓
「
総
合

政
策
課
」↓「
地
方
創
生
」↓「
下

野
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
下
野
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
」

■
問
い
合
わ
せ
先

　

 

総
合
政
策
課

　

☎（
40
）５
５
５
０

■
４
つ
の
基
本
目
標

基
本
目
標
①　

魅
力
的
で
安
定

し
た
雇
用
を
創
出
す
る

　

産
業
振
興
計
画
に
基
づ
く
新

た
な
産
業
の
誘
致
・
育
成
、
新

規
就
農
者
へ
の
支
援
等
若
年
世

代
の
定
住
を
促
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
生
産
年
齢
人
口
の
維
持

を
図
り
ま
す
。

（
ア
） 

商
工
業
に
よ
る
躍
進
す

る
ま
ち
づ
く
り

（
イ
） 

地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
農
業
・
農
村
づ
く
り

基
本
目
標
②　

東
京
圏
か
ら
の

新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る

　

土
地
利
用
の
推
進
、
居
住
環

境
の
整
備
、
市
の
魅
力
を
積
極

的
に
発
信
す
る
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
等
に
よ
り
、

転
入
者
の
増
加
、
観
光
入
込
客

数
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

（
ア
） 

快
適
に
住
み
続
け
ら
れ

る
住
環
境
、
緑
環
境
、
交

通
環
境
、
水
環
境
づ
く
り

（
イ
） 

魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
ま

ち
づ
く
り

（
ウ
） 

交
流
の
促
進
と
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

基
本
目
標
③　

若
い
世
代
の
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を

か
な
え
る

　

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
等
に
よ
り
、

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
3
つ　

小
金
井
駅
、
自
治
医
大
駅
、
石
橋
駅
そ
れ
ぞ
れ
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
は
放
置
せ
ず
駐
輪
場
に
停
め
ま
し
ょ
う
。

　

本
市
の
人
口
は
、
合
併
以
来

増
加
傾
向
で
あ
り
ま
し
た
が
、
近

年
は
自
然
減
や
社
会
減
が
見
受

け
ら
れ
、
将
来
の
人
口
推
計
に
よ

る
と
、
今
後
は
少
子
高
齢
化
が

進
み
人
口
減
少
に
転
じ
る
も
の
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も「
人
口
減
少
」

は
、
今
後
直
面
す
る
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
人
口
問
題
に
関
す
る

市
民
の
認
識
の
共
有
を
図
る
と
と

も
に
、
そ
の
克
服
に
向
け
、
一
層

活
力
あ
る
地
域
社
会
を
創
生
し

て
い
く
た
め
の
取
組
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、
本
市

の
人
口
の
現
状
と
将
来
展
望
を

提
示
す
る
「
下
野
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
、
今
後
５
か
年
の
目
標
や

基
本
的
方
向
、
具
体
的
な
施
策

を
ま
と
め
た
「
下
野
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を

策
定
し
ま
し
た
の
で
、
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
人
口
の
将
来
推
計
及
び
人
口

の
将
来
展
望

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
デ
ー
タ
に
基
づ
く
人
口

推
計
に
よ
る
と
、
本
市
の
人
口

は
２
０
６
０
年
４
０
’
７
０
３
人

（
２
０
１
０
年
国
勢
調
査
時
人
口
：

５
９
’
４
８
３
人
）、
年
齢
３
区

分
別
に
お
け
る
老
年
人
口
の
割

合
は
37
・
9%

（
２
０
１
０
年
国

勢
調
査
時
割
合
：
19
・
１
%
）
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、本
市
は
、自
然
環
境・

交
通
環
境
・
居
住
環
境
・
医
療

「
下
野
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
及
び「
下
野
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
ま
し
た

環
境
の
充
実
に
加
え
、
多
様
で

豊
か
な
地
域
資
源
を
有
す
る
な

ど
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
高
い
こ
と
か

ら
、
本
市
の
目
指
す
べ
き
将
来
の

方
向
を
定
め
、
そ
の
た
め
の
４
つ

の
基
本
目
標
を
設
定
し
、
人
口
減

少
克
服
、
地
方
創
生
、
地
域
活

性
化
に
向
け
た
施
策
・
事
業
を

展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
の

将
来
展
望
と
し
て
、
２
０
６
０
年

の
人
口
を
５
４
’
２
４
２
人
（
現

在
の
約
9
％
減
）、
老
年
人
口
比

率
を
29
・
6
％
と
推
計
し
て
い
ま

す
。

■
本
市
の
目
指
す
べ
き
将
来
の

方
向

○「
市
民
の
幸
福
感
の
向
上
」

　

本
市
の
恵
ま
れ
た
医
療
環
境
、

自
然
環
境
、
居
住
環
境
、
交
通

の
利
便
性
等
の
強
み
を
活
か
し
、

「
下
野
市
に
住
ん
で
い
て
幸
せ
」

で
あ
る
と
思
え
る
施
策
・
事
業

に
よ
り
、
定
住
促
進
、
出
生
率

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

○ 「
人
や
企
業
に
選
ば
れ
る
自

治
体
」

　

多
彩
で
豊
富
な
地
域
資
源
を

活
か
し
、
地
域
の
魅
力
向
上
と

雇
用
の
拡
大
に
つ
な
げ
、「
人

や
企
業
に
選
ば
れ
る
」
施
策
・

事
業
の
展
開
に
よ
り
、
本
市
へ

の
定
住
を
促
進
す
る
新
た
な
人

の
流
れ
を
創
出
し
ま
す
。

Shimotsuke
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